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～「楽しんだ」体育大会～ 
５月１１日（土）に行われた体育大会では，「楽しむ」ということを学級の中でも全体の中で

もみんなで確認し合いました。「楽しむ」とは周りの人にちょっかいを出して楽しんだり，負け

ている人を馬鹿にして楽しい気分になったり，マナーや規律を守らずに好き勝手行動して楽しむ

のではなく，今まで練習で頑張ってきたことを一生懸命発揮すること，勝つために互いに声を出

して応援し合い，協力してやり遂げること，がむしゃらになって競技や演技を楽しむということ

です。本番の日のみんなの姿を見ていたら，一生懸命になって楽しんでいたなと思い出されます。

「勝つ」ということは，個人的に頑張るよりも，１つの組が勝つために皆で協力しなければなり

ません。応援の中でも競技の中でも，どのように他に協力すべきか，どのように声をかけたら周

りが協力してくれるか，ということを考えた人は少なくないと思います。その考えた時間や悩ん

だ時間を大切にしてほしいと思います。来年は３年生として体育大会を創り上げていきます。去

年や今年に味わったことのない辛さや喜びがあると思います。精華中学校の生徒の１人であると

いうことを考え，一人一人が，また，学級で，そして全体の中でどのような協力ができるのか考

えて行動する体育大会に，そして３年生として１，２年生のお手本となる動きができる体育大会

になることを期待しています。 

 
 
 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ２年生の学年種目では，なかなかうまくムカデと

なって走れずに，前日までは少し進むのもやっとで

した。しかし前日の最後の練習の中では，スピード

がでてなくても誰もこけずにムカデとなることが

できました。本番では「今までで一番速くいけた」

ということも言っていました。「本番にうまくいっ

てよかった」と思う反面，それまでの練習の中でも

う少し真剣に練習に取り組めなかったのかなとも

思いました。実際，チームの中には「どうやったら

皆真面目になってやってくれるんだろう」「練習せんでいいのかな」と思っている人が，それぞれの

チームの中にいました。限られた時間の中でどんなふうに練習に取り組むのかを考え，全員の気持

ちを大切にした練習をみんなが進められたらと思います。２段目右の写真は競技前の円陣です。前

日に円陣を組もうと決めたときにやってみると，青の男子と女子，赤の男子と女子，というふうに

分かれ，４つの円陣ができていました。プラスの声掛けがあって４つに分かれたのではなく，マイ

ナスの声掛けがあったから４つに分かれたという印象でした。しかしリーダーの山根くんと川上く

んは，その円陣の組み方に疑問があったようで，直前にみんなに「青と赤関係なくみんなで組むの

はどうか」と声をかけていました。そうやって悩んだことが良い結果につながると思います。みん

なが一丸となってがんばっている姿が素敵でした。 
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文責：宮・緒方 

女子・男子１００ｍ走 

男子２００ｍ

走 

女子２００ｍ

走 

全員で綱引き 

困難を乗り越えて 

チーム対抗リレー 

係の仕事も頑張りました 

タイヤ奪い 騎馬戦 応援合戦 

応援合戦

 

ムカデ競走 

ムカデ競走 ムカデ競走前 

赤と青，ともに頑張りました 


